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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和８年５月定例教育委員会会議を開会いたします。 

  

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私のほか５人（３人以上で成立）の委員が出席してお

りますので、この会議は成立しております。 
会議規則第１４条第２項の規定に基づき、会議録署名人の指名

を行います。会議録署名人は、西山委員と澤委員とします。よろ

しくお願いいたします。 
  

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、 
招集通知後に追加で審議をお願いしたい案件が発生したため、案

件を追加しております。 
当該案件は、議第３５号 歳入歳出予算のうち教育に関する事

務に係る部分に対する意見について、です。 
また、本日の議事のうち、議第３４号 特定任期付職員（教育

委員会弁護士）の採用について、は、会議規則第１３条第１号「教

育委員会に属する職員の任免その他の身分取扱に関する案件」に

該当すること、議第３５号 歳入歳出予算のうち教育に関する事

務に係る部分に対する意見について、は、会議規則第１３条第２

号「教育予算その他議会の議決を経るべき議案についての意見の

申出に関する案件」に該当することから非公開の審議が適当と思

います。  
 
議第３４号及び議第３５号につきまして、非公開に賛成の委員

は、挙手をお願いします。 
 
（全員挙手） 
 
全員賛成により、議第３４号及び議第３５号は、非公開としま

す。 
 

日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長  それでは、「日程第１ 前回会議録等承認の件」に入ります。 
 ４月２３日開催の令和８年４月定例教育委員会会議録を各委
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員のお手元に配布しております。この会議録等を承認すること

に、ご異議はありませんか。 
 
（異議なしの声） 

 
異議なしと認めます。前回会議録等は、承認することに決定い

たします。 
 

  

日程第２ 事務局報告の件 

・（１）事業・行事等報告について 

 

《資料事前配付》 

 

西山忠男 委員  幼稚園長会議がありますが、これは大体どういう話がなされて

いるんでしょうか。 

 

寺前研太郎 指導課長  幼稚園長会議は年３回実施されまして、その都度、園のほうか

らこういうことを協議してほしいとか、こういう要望があるとか

いうことを挙げていただいて、６名の園長先生と教育委員会指導

課、関係課が入って、その中身について協議するという内容です。 

 

西山忠男 委員  ２年前でしたか、川尻幼稚園に伺っていろんなお話を伺ったん

ですけど、やはり周囲に保育園があると幼稚園に生徒が集まりに

くいという話がありまして、将来的には幼稚園の存続に関わるよ

うなこともあるかもしれないという話を少しさせていただいた

んですが、そのあたりの見通しというのはどうなんでしょうか。

幼稚園を統廃合する必要があるのか、それともこのままの形でい

けるのかということなんですけど。 

 

寺前研太郎 指導課長  先日、第１回目の幼稚園長会議が開かれました。そのことが話

題になりました。今後、市立幼稚園がどうなっていくのかという

ことで、園長先生方も心配されていて、一応その会議の中で、今

年度中に市立の幼稚園をどのような形で進めていくのかという

ことを、そういう会議の場を持ちましょうと。園長先生方とか保

護者とか関係の方々に入っていただいて、そういう協議の場を持

ちましょうということで話題になりました。 
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遠藤洋路 教育長  よろしかったですか。ほかにいかがでしょうか。 

 ほかにご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

日程第３ 議事 

・議第３０号 熊本市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

《原武尚子 生涯学習課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第３１号 熊本市社会教育委員の委嘱について 

 

《原武尚子 生涯学習課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  社会教育委員というのは具体的にどういう仕事をするんでし

ょうか。教えてください。 

 

原武尚子 生涯学習課

長 
 社会教育委員会議を年２回ほど開催しておりまして、第１回目

では、主に生涯学習推進計画の実施状況、また、課題や方向性に

ついて社会教育委員と意見交換を行っており、その結果を施策の

見直しに反映しているところでございます。また、第２回目では、

その意見を基に具体的なテーマにつきまして議論を深め、施策の

方向性を整理し、各事業へ反映しているところでございます。 

 

西山忠男 委員  生涯学習に関する計画とか立案とかを議論されるということ

ですね。その生涯学習自体はどういう場所、公民館とかどういう

場所で実施されているんですか。 

 

原武尚子 生涯学習課

長 
 生涯学習といいますのは幅広くございまして、主に公民館で行

われているところもございますけど、いろんな施策の中で行って

いるものもございます。 

 

遠藤洋路 教育長  いろんなというのはどんなのか、例があると分かりやすいかも
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しれませんけど。 

 

原武尚子 生涯学習課

長 
 例えば、健康づくりの講演会など、健康福祉局で行っている企

画などにつきましても、生涯学習に含まれていると考えておりま

す。 

 

西山忠男 委員  実際に実施される生涯学習については市政だよりか何かで広

報しているわけなんですか。 

 

原武尚子 生涯学習課

長 
 市政だより等で広報しているものもございますし、各担当課か

らＬＩＮＥ等で広報しているものもございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかにはいかがですか。よろしいですか。 

 では、ほかになければ採決を行います。 

 議第３１号 熊本市社会教育委員の委嘱について、ご承認いた

だくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第３１号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第２７号 熊本市立図書館協議会委員の委嘱について 

 

《古家達也 市立図書館長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  見渡したところ、理科系の人が全然おられないのがちょっと私

としては引っかかるんですけど、今回どうという意味ではないで

すが、将来的にやはりバランスよく理科系の人も加えてもらわな

いと、図書館として、本のそろえ方とかそういうところで偏るん

じゃないかという気がしますけど、いかがでしょうか。 

 

古家達也 市立図書館  岡田准教授におかれましては、教育工学とか理工系の専攻を修
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長 了された方でございますが、確かに委員がおっしゃるとおり専門

の方ということではありませんので、また次回の募集のときには

ちょっと検討させていただきたいと思います。 

 

澤栄美 委員  よく存じ上げていないので教えていただきたいんですけど、こ

の委員会は年に大体どのくらいやっていて、どのような協議とか

をされているのかというのを教えていただきたいと思います。 

 

古家達也 市立図書館

長 
 年に一、二回の開催を行っておりまして、諮問機関としまして、

図書館の在り方とか図書館に関する様々なことについて審議を

していただいております。本協議会、また今日ありますけど、図

書館の在り方について等を最近はご議論いただいているところ

でございます。 

  

澤栄美 委員  事前に見てきた資料で、大江のほうの地域で熊本市の図書館

と、それから希望荘等を一緒にくるめて考えるみたいな資料が今

回たしかあったと思うんですけど、そういったことにも少し関わ

りながらお話合いとかもされ、あくまで図書館をどうしていくべ

きかという、そういったお話をされているということですか。 

 

古家達也 市立図書館

長 
 そちらの部分を含めまして、全ての分に対していろんなご意見

をいただいているところでございます。 

 

澤栄美 委員  ありがとうございました。 

 

西山忠男 委員  ちょっと簡単な質問ですけど、公募で選ばれた方は元御船教育

長の本田さんですか。 

 

古家達也 市立図書館

長 
 先生お見込みのとおりでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  見るとほとんど新任ということで入れ替わっていますけど、役

職が変わった方はそうなんだろうと思うんですけど、それ以外の

方もそれぞれ前の方が退かれるということで替わっているんで

しょうか。 

 

古家達也 市立図書館

長 
 １人の方はご退任ということで、もう一人の方は８年の任期を

満了されたということで、学識経験者の２人の方についてはそう

いうことでございます。あとはお見込みのとおり交代ということ
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になっております。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。組織の継続性という観点からは、あまり一遍に

ごっそり入れ替わるよりは、少しずつ入れ替わったほうがいいと

思うので、８年ということもあるのかもしれませんけど、今後で

きるだけ任期を更新する頻度とかを調整しながら、ある程度残っ

て、ある程度替わるみたいなことができるといいかなと思います

ので、そこはちょっと工夫していただくといいかなと思います。 

 ほかはよろしいですか。 

 ほかになければ採決を行います。 

 議第２７号 熊本市立図書館協議会委員の委嘱について、ご承

認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第２７号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第２８号 熊本市教育の情報化検討委員会委員の委嘱について 

 

《水田貴光 教育センター所長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  委員の案に全く異存はないんですけど、職務ですね。議論して

いただく内容に、ＡＩの活用というのをぜひ含めていただきたい

んですよね。今、ものすごく速い速度でＡＩが社会に浸透してい

って、こどもたちも我々が知らないようなやり方で使っている

と。それがいろんな問題を起こしているというようなこともあり

ますので。例えばこの間、巨人の阿部監督が辞任しましたけど、

そのときも娘さんがＡＩに相談して児相に電話したというよう

な、ああいうことが起こるとこちらもびっくりしますよね。だか

ら、ちょっとＡＩの活用といいますか、こどもたちにどのように

ＡＩを使わせるのか、使わせないのか、そういったことも真剣に

議論すべき時代じゃないかなと思いますので、よろしくお願いし
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たいと思います。 

 

水田貴光 教育センタ

ー所長 
 委員、ご意見ありがとうございます。しっかり視点に加えさせ

ていただきまして、協議をさせていただきます。ありがとうござ

います。 

 

清田晃子 委員  ９番目の保護者の村上弥生さんは、副会長は元になるので、中

村さんと同じ、最初に元が必要だと思います。お願いします。 

 

水田貴光 教育センタ

ー所長 
 ご意見ありがとうございます。訂正させていただきます。申し

訳ありませんでした。 

 

遠藤洋路 教育長  ２人とも元になっちゃうけど、いいんですか。 

 

水田貴光 教育センタ

ー所長 
 お二人とも、ぜひこのまま参加して協議をさせていただきたい

というふうな意向はいただいておりますので、委員として継続と

いうふうな形でさせていただきました。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 ほかにはよろしいですか。 

 ほかになければ採決を行います。 

 議第２８号 熊本市教育の情報化検討委員会委員の委嘱につ

いて、ご承認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第２８号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第３２号 令和 8年度熊本市奨学生の採用について 

 

《上坂 恭士 学務支援課長 提出理由説明》 
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〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第３３号 熊本市就学支援委員会委員の委嘱又は任命について 

 

《竹内賢二 特別支援教育担当課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  教育関係者として県立熊本支援学校の校長先生が入っておら

れますけど、県立の支援学校と市立の支援学校の間でいろんな交

流とか相談とかいうのは普段行われているんでしょうか。 

 

竹内賢二 特別支援教

育担当課長 
 特別支援学校の校長会というのがありまして、そこで県立と市

立の校長先生が一緒に集まって会議を行っておりますので、そこ

に参加をされていろいろな情報交換とか交流はされております。 

 

西山忠男 委員  生徒さんの立場から見たら、市立の支援学校に行くか県立の支

援学校に行くかという選択はどういうふうにされるんですか。 

 

竹内賢二 特別支援教

育担当課長 
 特別支援学校を希望される場合には、必ずその学校での教育相

談と学校見学をしていただくことになっておりますので、そこで

地域の学校の特別支援学級も併せて見ていただいた中で、本人、

保護者さんが、より本人に合った学校というところで選択されて

おります。 

 

西山忠男 委員  熊本大学の特別支援学校があるんですけど、だから保護者から

したらどこに行けばいいのかというのが分かりにくいんじゃな

いかなと思うんですよね。何かそういうガイドラインみたいな、

こういうタイプの障害であるとか、こういう程度の障害であれば

どこがいいとかいうようなのが保護者に分かるようになってい

るんでしょうか。 

 

竹内賢二 特別支援教

育担当課長 
 県のホームページには、特別支援学校の障害種についてはちゃ

んと明記してあり、障害種ごとに特別支援学校の一覧が記載され

ております。また、本市でも就学説明会を年に何回か保護者向け

に開催しておりますけど、その中でも、特別支援学校の説明の中

では障害種に応じた支援学校について紹介しているところでご

ざいます。 
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苫野一徳 委員  インクルーシブ教育を実現していくという本市の目指すとこ

ろから考えた場合、行く行くは、これは本当に長いプロジェクト

になると思います。通常学級での学びの在り方をもっと包摂的に

していくということをとにかくやっていかなければ、インクルー

シブ教育は実現しませんので、まずはそこが第一ではあるんです

けど、この委員会の中でそういったことのコンセンサスがどれく

らいあるのかということを知りたいのと、保護者の方々は専門的

な知識がない方が多かったりすると思うので、そもそも通常学級

という選択肢は無理なのかなと思う場合もあると思うんですよ

ね。もちろん障がいの軽重にもよりますけど。そういった場合に、

もちろん現状では特別支援学校、特別支援学級、あるいは通級、

通常学級、それぞれいろいろと専門的な助言をされていくんだろ

うと思うんですけど、本市として行く行くはそういったインクル

ーシブ教育が実現していくようにと。したがって、通常学級もち

ゃんと選択肢としてあり得るんだというような、そういったビジ

ョンというか、１０年後ぐらいにはもっとそういった助言といい

ますか、ご提案ができるような、そういうビジョンがどれくらい

共有されているのかなということをちょっと伺ってみたいなと

思います。 

 

竹内賢二 特別支援教

育担当課長 
 今のご質問に対してですけど、まず就学支援委員会の中では、

昨年度、就学支援委員会の委員の皆様には、本市がインクルーシ

ブ教育の推進にこれから力を入れて取り組んでいくという趣旨

をご説明しております。その方向性を踏まえまして、委員の方々

には、特別支援の学びの場が本当にその子にとって必要かという

視点でご意見をいただいて審議をしていただいております。今年

度も同様の形で、委員の皆様には本市の考えを十分に理解してい

ただけるように説明して、審議に臨んでいただく予定にしており

ます。 

 また、保護者への通常学級の説明については、先ほど西山委員

の説明の中でもお答えしました就学説明会を保護者向けに実施

しております。その中では必ず各学びの場の特徴について、通常

の学級はこういうところです、通級指導教室はこういうところで

す、特別支援学級、特別支援学校はこういうところで、こういう

ような学びをやっていますという説明をしております。教育相談

室でも必ずいろいろな学びの場の見学を保護者にしていただく

ように御案内をしているところでございます。ただ、委員ご指摘

のとおり、本市でもインクルーシブ教育を今から取り組んでいき
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ますので、時間はかかると思いますけど、インクルーシブ教育の

推進に向けて学校の包摂性を高めていく取組と一緒に、こういっ

た保護者向けの周知あたりも両方取り組んでいきたいと考えて

おります。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいでしょうか。 

 ほかの委員からいかがですか。よろしいですか。 

 では、ほかにご発言がなければ採決を行います。 

 議第３３号 熊本市就学支援委員会委員の委嘱又は任命につ

いて、ご承認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第３３号は原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第２９号 熊本市立小中学校の管理運営に関する規則及び熊本市立高等学校の管理運

営に関する規則の一部改正について 

 

《寺前研太郎 指導課長 提出理由説明》 

 

苫野一徳 委員  非常に大事な改正案だと思いました。一方で、またもう一歩踏

み込んでいきたいなと個人的に思っていることがあるんですけ

ど、いろいろと本市の先生方とお話しする中で、この学校管理規

則であったり、こどもたちや保護者が校則の制定、見直し等に関

わるということについては、かなりもう理解が進んでいるなとい

う感じがある一方で、こういう言い方をしていいか分からないん

ですけど、生徒指導といえばやっぱり何か、力の指導と言うとち

ょっと言い過ぎかもしれないんですけど、どうしてもそういっ

た、力の指導は言い過ぎかもしれませんが、やっぱりちょっとこ

どもたちにしっかり言うことを聞かせるというような、そういう

発想の先生方もまだまだ多いかなという印象を持っています。ど

れだけこういった学校管理規則をつくっても、仏像つくって魂入

れずになってしまってはあまり意味がないなと思いますので、例
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えば生徒指導提要なんかもご存じの先生が結構少ないんですよ

ね。まさにこういうこどもたちとちゃんと対話を通して。だから、

生徒指導というのはそういう上からの指導ではなくて、やっぱり

成長を応援していく、一緒にこういった学校のことやルールのこ

となんかは対話を通してお互いを尊重しながらつくっていくと

いうような生徒指導の基本の部分をもっともっと共有していっ

たほうがいいんじゃないかなというような問題意識を最近また

強めたところなんですね。いろんな先生方と対話をしながら。 

 ということで、一旦法的根拠としてはもうこれで大事だとは思

うんですけど、やっぱり魂を入れていくための何かアクションが

もう一歩行けたらいいなということを考えておりますので、ちょ

っとこの機会に発言させていただきました。 

 

遠藤洋路 教育長  次の協議も校則・生徒指導のあり方の見直しに関するガイドラ

インの改訂についてということで、この規則に基づいたさらに具

体的なガイドラインをつくっていますので、それをどうするかと

いう議論があります。ですから、この規則で書く内容とガイドラ

インで書く内容と両方あるわけですけど、規則に書くのは原理原

則ですね。具体的なところはガイドラインでということなので、

もし苫野委員がおっしゃっていることが、原理原則はこれでいい

けどもうちょっと踏み込んでというのをガイドラインで示すと

いうことであれば、そういう整理もありだと思いますし、規則の

ほうで何かもう少し工夫したほうがいいというのでしたら、その

規則の案を見直すということもあると思いますけど、どちらの感

じですかね。 

 

苫野一徳 委員  規則としては、これは十分よくできた文書なんじゃないかなと

思いますので、後ほどガイドラインのところでまた皆さんとたっ

ぷり議論ができたらなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 ほかにはいかがですか。 

 私からも一つ。今苫野委員から、教職員にはある程度周知され

ているんじゃないかということでしたけど、保護者の方、それか

ら児童生徒にどのぐらいこの周知とか理解が進んでいるかとい

う部分が、まだ十分とは言えないところが多分あると思うんです

よね。特に保護者の方は毎年入れ替わるということもあります

し、こういうことをやっているということ、あるいは校則見直し
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を保護者も児童生徒も参画してやっているということ自体を知

らないという方が結構いるという、そういう話を私もよく聞くん

ですよ。ですから、実際にどうなんですかねという。保護者の方

がどこまで知らないのか。知らないとしたら、何をどこまで知ら

ないのかということは実態把握をした上で、有効な周知の方法と

か参画の方法を考えていく必要があるんじゃないかなと思って

います。ですから、この後のガイドラインのところでもいいのか

もしれませんけど、一度そういった実態把握のアンケートをして

みるということも有効なんじゃないかなというふうには思うん

ですね。こういう取組があるとか、保護者が校則の見直しをそも

そも提案できるということ自体、何％の保護者が知っているのか

と。これが１０％だったら、やっぱり残りの９０％は知らなかっ

たで、それは問題だろうと思いますし、９０％は知っているけど

１０％の方が知らないというのだったら、たまたまこれまで知ら

なかったですという人がいたけど、大半の人はそうじゃないのか

もしれないということで、どのぐらいなのか。もし全然足りてい

ないんだったら、やっぱり今までのやり方じゃなくて、もっと抜

本的な具体策が必要なのかもしれないということですね。そうい

うこともちょっと考えていければと思っているところです。次の

協議に主に関係するところなのかもしれませんけど。 

 

西山忠男 委員  今の教育長のお話なんですけど、校長先生方の意識としてはど

うなんでしょうか。積極的に保護者を参画させようという気持ち

でいらっしゃるのか、できるだけ参画してほしくないという気持

ちでいらっしゃるのか。その辺で、規則は規則ですけど、具体的

な運用において学校ごとに差があったりはしないんでしょうか。 

 

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 私が受ける印象としましては、学校の校長先生たちも一生懸命

保護者のほうに、例えば学校だよりとかそういうもので、いろん

な方法で広めようというふうにされていると思うんですけど、な

かなかやっぱり、先ほどから話が出ているように、保護者の意識

というのがなかなか上がらないというのは、後でもまたお話をし

ようかと思いますけど、アンケート等でも出ておるところでござ

います。 

  

澤栄美 委員  何についてもやっぱり保護者の意識の差というのはあると思

うんですね。このことについてだけじゃなくて。現在、保護者と

して現役の委員もおられますので、肌感覚的にどういう感じなの
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かというのをご意見聞きたいなと今思いながら話を聞いていた

ところですが、いかがでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  振られましたが、いかがでしょう。 

 村田委員、どうぞ。 

 

村田槙 委員  さっき、すぐーるを、今ちょっと履歴を検索してみたんですけ

ど、通知は来ていなくて、校則に関する話合いがあったよという

のはこどもからは聞いたんですけど、保護者にすぐーるとかで配

信されているかというと、学校でやっぱり偏りがあるのかな。少

なくとも、検索をかけた限りでは、すぐーるの登録をスタートさ

せてからの中では、保護者に通知とかをされていないので、少な

くとも自分たちが意見を言うような場はあまりなかったかなと

いうふうに思います。こどもから聞いて、校則の中でこういうこ

とが話合いで出ていたらしいよということを聞いて、では、それ

がその後どうなったのかというところまではっきりと知らせて

もらえるか、そういうところはやっぱり学校によって大分温度差

があるんじゃないかなと思います。校則のアンケートとか、ある

いは意見を募ったりするところをすごく積極的にされている学

校もあって、それを回答した後に、それが結果的に変わりました

とか、校則自体なくなりましたとか、こういう事情で現行のまま

ですとか、そういう話合いが終わってからのフィードバックとい

うのもあまり自分のところには来ていないので、学校の温度差が

あるのかなと思います。これから徐々にされていく途中の段階な

のかなと思いますので、していないからということで文句を言い

たいわけじゃないんですけど、やっぱり少しずつなのかなと。 

 ちなみに言うと、うちの学校の通学の靴がずっと白のみで、黒

が途中からオーケーになったんですよね。それは校則の変更によ

って、靴が黒でもオーケーとなったんですけど、そのことを知ら

ないままだったので、ほかの保護者から聞きまして、その年から、

次から新しく入る方々にとっては、新入生の保護者の説明会のと

きとかにそれが盛り込まれているので、それを聞いて、白も黒も

オーケーなんだなと分かった状態で入る方々だったら選択があ

りますけど、在校生だった場合に、変更というのをやっぱり周知

していただかない限りは、黒もオーケーになったんだというのを

知らないままという。うちもそうでしたけど、そういう保護者も

きっといらっしゃるんじゃないかなと思いますので、靴に限らず

ですけど、話合いの周知プラス結果のほうをしっかり知りたいな



令和８年（２０２６年）５月 教育委員会会議録【５月２８日（木）】 

 14

というふうには、一保護者としては思っております。 

 

清田晃子 委員  私はＰＴＡの執行部のほうにいたので、そういう話合いがある

という情報とか、保護者の方がどなたが出られたのかというの

と、どういう内容だったというのを共有してもらえていたんです

けど、多分執行部に入っていない保護者の方だと、情報が、そう

いう話合いがあるということも、村田委員がおっしゃったように

お子さんから聞いてだったりとか、その結果がどうなったのかと

いうのが、共有がなかなか難しくて、澤委員がおっしゃったよう

に、どれだけ情報を共有しようと発信しても、保護者さんの温度

差で情報がちゃんと回らないというのはあると思うので、さっき

村田委員がおっしゃった新入生の保護者は絶対話を聞きに行く

ので、在校生のほうにそういう場があるのかなというのをちょっ

と今考えていたところでした。 

 

澤栄美 委員  今、決まりが変わるというところの話から話が飛んでいるんで

すけど、協議の中で、私も非常にこれは関心がありましたのでし

っかり読んできたところなんですけど、やっぱりこうしたらいい

よねをどう具体化していくかというところがすごく大事だと思

うので、協議のときにまたいろいろ話し合えたらなと思います。

ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。今規則に書いてあるのは校則を公表するという

ことだけですので、具体的な周知とか説明というのはガイドライ

ンのほうに書いてあるんですよね。でもそれは、今、村田委員と

清田委員からあったように、やはり必ずしも全部の学校で十分で

きている現状ではないというふうに思います。それは、保護者側

が、関心がある人とない人がいるという面もあるかもしれません

し、学校がそもそも十分に発信したり周知していないということ

であれば、それは保護者も知りようがないという場合もあるでし

ょうから。関心があってもですね。そこは両方あると思うので、

それが両方なくなるように、あるいはできるだけ差がなくなるよ

うにするには具体的にどうしたらいいかというのは、これはガイ

ドラインと、それから今後ガイドラインよりもっと具体的なやり

方の部分なのかもしれませんけど、やっぱり議論していく必要が

あるんだろうなと思います。少なくとも現状では、私も聞く限り

はやっぱり知らなかったとか、周りの保護者は知らないですみた

いな話をやっぱりよく聞くので、現状知られていないのでしょう
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ねというふうに思います。ですので、規則というよりはガイドラ

インの協議のほうなのかもしれませんけど。 

 ほかにご発言はよろしいですか。 

 では、この規則のほう、議第２９号 熊本市立小中学校の管理

運営に関する規則及び熊本市立高等学校の管理運営に関する規

則の一部改正については、ご承認いただくということでよろしい

でしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  では、皆様ご異議ないようですので、議第２９号については原

案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

日程第４ 協議 

・協議（１）校則・生徒指導のあり方の見直しに関するガイドラインの改訂について 

 

《岸森和彦 人権教育指導室長 説明》 

 

澤栄美 委員  綿密にいろんなことを計画していただいていますが、先ほど言

いましたように、実際、具体的にどういうことをするかというと

ころを考えるのが大事じゃないかなというふうに思っているん

です。私が思うのは、自分が元養護教諭で学校保健に関していろ

んな取組を行ってきたんですね。そのときにやはり教科指導とか

と違って、こういった教科ではない部分の教育活動を推進してい

く難しさというのはよく知っているつもりなんですよね。そのと

きにやはり必要な部分は時間をどう確保するかということと、計

画が本当に運用できるような計画になっているかということだ

と私は思ってきました。 

 それで、例えば１４ページに図が書いてありますけど、その中

で、やはりこういったことをするためにまず時間をどこで確保す

るかというのを学校がきちっと考えるということ、それと計画が

計画に終わらないようにするということ、例えば性教育の指導に

ついての性教育全体指導計画みたいなのがあるわけですよね。そ
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れをどこでするかというと、今度は特別活動の中の学級活動とか

学校行事の中でするといったときに整合性がない場合があるん

ですよ。学級活動の例えば６月に何々の指導をするというふうに

項目が入っているんだけど、性教育の全体計画の中では６月には

入っていないとか。先生たちの様子を見ていると、特活のほうの

計画はよく見られて時間割の中に入れ込んでいくということは

されるんだけど、性教育のほうの計画は大体年度初めに出て、そ

れから見ていないというようなところがあるので、皆さんがどう

取り組むかということをまずは学校はきちんと入れ込んで、年に

１回は見直しをするというふうに書いてありましたので、それを

いつするのか、どんな形でするのか、何の時間でするのか、そう

いったことをこの熊本市が出す計画の中にそこまで細々とはで

きないと思うんですけど、各学校でそれがなされるようにするこ

とがまず大事かなというふうに思いました。 

 それともう一つ意見として、６ページに下のほうのウ、児童・

生徒の発達段階に応じた参画というのがありますけど、それでそ

の年齢及び発達の程度に応じてという言葉が、（三）（四）のとこ

ろに２つ出てきていますが、やはり低学年の参画というのは非常

に発達段階を考えないといけないと思います。客観的に物事を考

えられるような発達段階というのは３年生から４年生以上だと

思うんですよね。だからちょっと難しい感じがするなというのを

私、感覚として。例えば学校保健委員会、後の働き方改革で組織

活動が苦手だという養護教諭が非常に多いということもありま

したけど、学校保健委員会なんかで１年生から６年生まで一緒に

同じことができるかというとそうじゃないんですよね。 

 だから、この内容もいいんですけど、基本として決まりという

のはどういうものかなとか、そういうものを学ぶ程度で、参画と

いっても、その基本をつくる、そういうふうに参画するのに基本

をつくるというような、そういう内容でもいいのかなというよう

な感想は持ちました。 

 それと、小さい学校ならまだできるかもしれないんですけど、

大きな学校だと高学年と低学年が一緒に話し合うのはすごく難

しいので、低学年は教室でみんなで話し合って、そして全体のと

ころに低学年の意見を持っていって高学年がそのことを話し合

って低学年に返すとか、そういう縦のつながりなんかも含めて考

えるといいのかなというのをこれを見ながら思ったので、その２

点についてお話しさせていただきました。 
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岸森和彦 人権教育指

導室長 
 澤委員、ありがとうございました。 

 ２点ご示唆いただきましたので、そちらのほうもしっかり含め

まして、説明あたりのときもしっかりどの教科等で行うのか、時

間の確保あたりも含めて、それから低学年、一応例として書いて

はいるところなんですけど、なかなか発達段階に応じてというと

ころで難しいというところもありますので、そこのところも含め

て、こちらのほうから説明をするときに併せて行いたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

村田槙 委員  １つ、まずお尋ねなんですけど、この校則のガイドラインとい

うのは、校則という形になっていない学校での暗黙のルールのよ

うなもの、そういうものは含まれるんでしょうか。 

 

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 例えば小学校あたりは校則という言い方をせずに暮らしの決

まりとか、そういうものもありますけど、そういうものも含んで

というところで、今、村田委員がおっしゃったのが暗黙の了解と

いうのがどの程度のものなのかというのはちょっとあれなんで

すけど、ちょっと教えていただいてもよろしいでしょうか。すみ

ません。 

 

村田槙 委員  校則とか決まりの中には含まれていないんですけど、ほかの学

年のフロアに上がってはならないとか、窓から外にいる友人や先

輩・後輩をお名前を呼んで手を振ってはいけないとか、なぜそれ

は存在しているんだろうという暗黙のルールですよね。明記はさ

れていなくて、でもしたときにものすごく先生に大声で怒られた

という子がいまして、でもなぜ自分が怒られないといけなかった

のかが理解できないという、そもそも理不尽じゃないかと。何で

そもそもこんなルールがあるのというようなものがやっぱり昔

ながらのなんでしょうけど、残っていて、それを話し合う機会と

いうのがあるといいなと思うんですけど、このガイドラインとか

のものの中にはそういうのは含まれているのかなと思いました。 

 

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 ありがとうございました。よく分かりました。 

 私たちが校則、生徒指導の在り方のガイドラインとか、そうい

うことを見直しに取り組んでいるというのは、何も校則を変える

ためということだけではなくて、それをきっかけにして何か自分

たちが困っていることとか、自分たちが学校に参画する、自分た

ちの学校だというふうに思ってもらうためのものだというふう
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に最終のゴールはそういうふうに考えておりますので、これは一

つのきっかけとして今お話があったようなことが学校で取り上

げられるといいなと、すみません、個人的には思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  このガイドラインでいうと１３ページ目、別添１のガイドライ

ン案でいうと２ページ目ですけど、ここでこのガイドラインにお

ける校則についてということで、校則とは、学校が教育目的を実

現していく過程において児童・生徒が遵守すべき学習上、生活上

の規律として定められているものを指しますということで、学校

の決まりとか、生活の決まりとか、校則とか、生徒心得などを含

むということになっているんですね。 

 ですから、これは学校が学習上、生活上の規律として決めてい

るものであれば明文化されていなくてもそれは校則に含まれる

ということになります。ですから、本来それについておかしいと

思っている保護者がいれば、その保護者がそれについて問題提起

できる場がしっかりあるというのがこの校則の見直しの意味な

んですよね。だからそれも校則ですとまず人権教育指導室はちゃ

んとはっきり答えなきゃいけないのと、それが問題提起できたら

いいねじゃなくて、それを問題提起できるようにまず今回それを

保護者に周知をするとかあるいはその保護者が参画するその方

法を整えるということが今しなきゃいけないことなわけですか

ら、それについては村田委員がおっしゃるように、どこにも書い

ていないのに守らないと怒られるみたいなものがあるんだった

らそれも校則なんですよ。それについては保護者も児童・生徒も

おかしいと思うものについては問題提起できるべきであるし、そ

れについて話し合って決めていくということがこの校則のある

いは生徒指導の見直しのという趣旨だと思うんですよね。だから

それができるようにはやはりしないといけないと思います。その

辺の意識がまだ学校ごとにばらばらだったら、それは学校によっ

て全くそれを取り合ってもらえないみたいな学校があるんでし

たら、そこは変えていかなきゃいけないんだというふうに思いま

す。 

 最近、私が言われたのは、体操服のシャツの裾を中に入れなき

ゃいけないと、暑いのに外に出したらえらい怒られるみたいな、

それもどこにも書いていないのに入れないとすごい怒られるみ

たいな話がありましたけど、それもだから校則なんですよ。それ

はどこにも書いていないんだから守らなくていいものじゃなく

て守らないと怒られるものなのであれば、おかしいと思う方はそ
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れに対して問題提起できるべきであるし、それを話し合った上

で、じゃ、みんなシャツはインするのかしないのかと、いや、ど

っちでもいいですよとするのか、それはちゃんと話し合ったらい

いと思うんですよ。別に結論がどっちになろうが、それはみんな

で話し合った上でそう決めるんだったらそれでいいんだと思い

ますし、だからそこはそのルール自体がやっぱり校則なんだとい

うことをまず認めることが第一歩で、それについてどうするかは

みんなで話し合って、今のルールを維持するのかしないのか、そ

れぞれ議論したらいいんじゃないでしょうか。 

 そうしないと、じゃ、言われて面倒くさそうなやつは全部明文

から取ってしまえと、校則だという文章だけは物すごい簡単な３

行とか５行ぐらいのものにしといて、どこにも書いていないルー

ルばかりにすればいいわけですよね。でもそれじゃ何の意味もな

いわけですから、実際ルールとして運用されているんであればそ

れは校則だということだと思います。 

 

澤栄美 委員  １６ページに内容の具体例（小学校）というのが下のほうにあ

りますよね。見直すタイミングの①から⑤までとてもいいなと思

ってこれを読んだんですけど、その中にどうして決まりがあるの

か分からないときという④があるんですよね。だからそういった

ことがやっぱり明文化されていると、こどもたちもそれを言って

いけると思うし、こういったものを今のような意見の中で例とし

て出されるので、学校側がしっかりとこういうことを入れていか

れるといいと思いますけど、特に中学校なんかかなというのは思

いますよね。シャツをインしなきゃいけないとか、先輩に何とか

しちゃいけないとか、そういうのも、こういう明文化されたもの

があると、こどもの声を聞く仕組みを作ることができ、いろんな

これはどうかなというのが改善されていくのかなというふうに

話を聞いていて思ったところです。 

 

遠藤洋路 教育長  その決まりをつくっている人は、どうしてその決まりがあるの

かという理由はあるんですよね。ほかの学年のフロアに行かない

とかということも理由があってやっているんだろうし、シャツを

インするのも理由があってやっていることなので、それについ

て、じゃ、メリットとデメリットをちゃんと議論して決めていく

という、そういう姿勢が必要なんだと。でもそれを説明しないで

ただ守りなさいというだけだと、まさにここに書いてあるように

何でそんな決まりがあるのかすらよく分からないみたいな状態
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にもしなっているんだったら、やっぱりそれは決まりとしてちゃ

んと機能しているということにはならないと思うので。 

 

苫野一徳 委員  先ほど澤委員が中学校でというお話をなさって、私もさっきい

ろいろと先生方と話をしていて、そういった、さっきちょっと力

の指導という言い方をしたんですが。これはちょっと言い過ぎだ

ったかもしれませんが、上からの指導というか、さっき教育長も

村田委員もえらい怒られるという話がありましたけど、えらい怒

られるというこの現象、中学校では今も頻繁に見られるなという

気がしているんですけど。ルールというのはそもそも明文化され

ていて合意されていなきゃ機能しないというか、正当性を持たな

いわけですよね。明文化も合意もされていないものに対して突然

上から怒られるというのは、そもそもやはりこれは民主的な市民

を育むという観点からいって、やってはならないことのはずなん

ですよね。 

 そういったこの民主主義社会における市民を育むその学校で

あり、教師であるというこの原理原則をもっと私は共有したいな

という思いを強く持っています。このガイドライン自体はすばら

しいものだと思いました。本当に本質を突いたすばらしいものだ

と思いました。 

 さっきの仏像を作って魂入れずにならないように、これをめぐ

ってもっと対話をするとか、実際にこどもたちと一緒に膝を突き

合わせて対等な立場で対話するみたいな、そういう経験をもっと

もっと積んでいけたらいいなという。体感しないといきなり今ま

でうわっとえらい怒るみたいな、普通にあったとして、それでい

きなりやめましょうねと言われても、何でやめなきゃいけないん

だというのもあるし、それは分からせなきゃいけないほうも分か

らせなきゃいけないだろうとか、駄目なものは駄目と言わなきゃ

いけないだろうとか、厳しく指導することが教育だろうとか、そ

れはそういう場合もあるけど、しかし、そこは原理原則の上にの

っとっていなきゃいけないので、それは体験を通して、対話を通

してでないとやっぱり内面化されていかないと思うんですよね。

そういう機会をどうやってつくっていくことができるのかなと

いうのを今日は時間がないかもしれないんですけど、また改めて

じっくり考えていけたらいいなというのを願いとして持ってい

ます。 

 あと具体的なところで少しだけ２つほどご紹介したいのは、実

はこの校則見直しとか、ルールメーキングと言われるものは結構
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難しいんですよね。やっぱり現場でもどうやって進めていけばい

いか分からないということが結構あると思うんですけど、以前、

これは経済産業省の、ＳＴＥＡＭライブラリーというのが昔あっ

て、そこに載っていたんですけど。今はそのサイトが多分閉鎖さ

れてユーチューブに全部移っていると思うんですけど、ＮＰＯの

カタリバと一緒にルールメーキングの原則からやり方までかな

り詳しい動画を鈴木福くんとかとつくったことがありまして。こ

れをご紹介いただくとこういうふうな手順でやっていけば校則

見直しできるんだなというイメージが湧くと思うので。ちゃんと

した動画作品になっているので、これなんかもご紹介いただくと

いいかもしれないなというのと、同じくカタリバのホームページ

でルールメーキング宣言というのを載せていまして、これはルー

ルメーキングに参加した何百人もの生徒たちと有識者たちと一

緒に、ルールメーキングで大事にすべき原則とそのコツみたいな

ものをまとめたものがあるんですね。これもパンフレットになっ

ているので、これを例えば現場にご紹介いただいて、こういうこ

とを大事にしながらこういう手順でやっていけば割とうまくい

くんだなみたいな、やっぱりコツというのがあるんですよね。そ

のコツを一定共有するというのも一つ大事なのかなと思ったの

が１つですね。 

 それとあともう一つ、これはこんな大がかりなことはなかなか

難しいとは思うんですけど、以前、行政視察で岐阜県の本巣市に

も行きましたけど、本巣市が昨年、こどもの権利条例をこどもた

ちが全員でつくるという画期的な日本初の試みを、試みといいま

すか、そういったことを実現したんですね。全員でずっと対話を

重ねてこども権利条例の一番の中核になる言葉をつくるという

ことをやったんです。それもユーチューブにそのプロセスの動画

とか載っているので、このプロセスが本当にすごくて、木村泰子

さんがずっと私もご一緒させていただいたんですけど、ずっとそ

の対話に伴走して、その姿を見るとやっぱりすごいなこどもたち

と思うんですね。こんな力を持っている、全員で合意していくん

ですよ、本当に。何百人もいるのに合意していくんですね。自分

の学校は自分でつくる、自分を認めてもらえる権利だったかな。

言葉のチューニングまでこどもたちで全部やって、大人のほうが

それで学ばされるというのがあって、そういう上から指導する存

在、もちろんそういうことが必要な場合も多々あるけど、でもや

っぱりこどもが自分で成長し、お互いを尊重し合う市民になるた

めには、先ほどおっしゃったように自らがそういう経験をしてい
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くということをその場を通して大人が学んでいく経験というの

がすごく大事だと思うんですよね。さすがに今、熊本市ぐらいの

レベルの規模でこどもの権利条例をこどもたち全員でつくるな

んていうのはなかなか難しいかもしれないんですけど、そういう

せっかくこの校則見直しの一番最初に一石を投じた自治体です

ので、何かそういう象徴的な何か、何がしかの企画みたいなのが

もしかしたらあってもよいのかなというようなジャストアイデ

アで思ったことがありました。 

 

遠藤洋路 教育長  今、苫野委員がおっしゃった本巣市、この前視察にも行きまし

たけど、それはあれなんですか、低学年のこどもも入っているん

ですか。 

 

苫野一徳 委員  全小中だったと思いますね。なので、低学年も入っていたんじ

ゃないかな。ちょっと私は高学年の子たちと対話をするという場

しかご一緒しなかったですけど、またそれは調べておきたいと思

います。 

 

遠藤洋路 教育長  低学年のこどもも入っているんでしたら、それは低学年のこど

もがどうやって参画するかということの参考としてはすごくい

いのかなというふうに思いましたので、ぜひ教えてください。 

 澤委員はちょっとさっき低学年は無理じゃないかみたいな感

じでしたけど、もしできるんだったらそれはそういう方法もある

のかなと。 

 

澤栄美 委員  無理というか、やり方ですね。例えば国語でも平仮名から覚え

ていくじゃないですか。算数だと足し算から覚えていったりする

じゃないですか。それと同じで基本的なそういう人権のことと

か、決まりは自分たちでやっていいんだよとかいう、そういう部

分を低学年のうちにやっておくといいかなという意見です。 

 それと、中心になる話合いはある程度客観的なことができる学

年から始めて、基本的なことをやりながら上の学年とつながっ

て、自分たちは将来ああやっていくんだなみたいな、そういう流

れがいいかなと自分の経験上は思ったというところです。 

 

遠藤洋路 教育長  それが低学年が準備段階なのか、実際に話合いに参画できるの

か、本巣市の低学年と熊本市の低学年はきっと同じレベルでしょ

うから、そこは決して低学年だからといって準備段階なのではな
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くて、話合いに十分参加できるんだということなのであればそう

いう方法もあるのかもしれないし、当然分かる部分と分からない

部分もあるんでしょうから、それはぜひ聞いてみたいなと思いま

した。 

 それからもう一つ、最近、体罰等審議会は体罰とか暴言を審議

するわけですけど、そこに上がってくるもので増えているのが、

まさにさっきのめちゃくちゃ怒られるというルールがおかしい

みたいな理不尽な生徒指導のルールだということに起因する訴

えが非常に多くて、それは体罰でも暴言でもないんですよ。別に

実際に殴られたとか、ぼろくそ死ねとかカスとか言われたという

話ではないので、体罰や暴言には認定されないんだけど、やっぱ

り何で怒られるのか分からないみたいな、そういう訴えが非常に

多くて、それをやはり問題提起できていない、有効にそういう問

題提起できる場がないことで非常に保護者や生徒と教職員の間

に溝ができるみたいな、そういうケースが非常に多いような気が

するんです。だからそれというのは別に体罰や暴言のような非違

行為ではないんですよね。だから体罰等審議会で認定するような

ことじゃないんだけど、やっぱり保護者や生徒からしたらその先

生の指導はおかしいという不満を持っていて訴えが出てくるみ

たいな。 

 だからそれこそちゃんと問題提起してもらって、そのやり方が

いいのかどうかをみんなで議論するということで納得するかも

しれないし、しないかもしれないけど、やっぱりそれはもう話し

合った結果、もうこれで行きましょうということなんだから納得

してくださいという説明ができるわけですよね。そういう今の保

護者や一部児童生徒が不満を持っている部分というのがこの校

則見直しで本来議論できて改善できる、解決できる部分。それは

そのルールのほうを変えるという結論に限らず、やっぱり今のル

ールでいいねという結論になる場合も含めて、やはり納得できる

解決策が考えられるような気がするので、もうちょっとこれがう

まく機能するようにしていくとより学校生活が円滑に進むのか

なというふうにいつも、体罰等審議会の議論を見ながらも思って

います。 

 さっきの私が言ったことに一つこれで提案したいんですけど、

ガイドラインで、このガイドラインの案は児童生徒が自ら考え、

自ら決める仕組みを構築するという、そのことについてはページ

を割いて書いてあるんですけど、保護者に関して書いていないん

ですよね、あまり。だから保護者への周知とか、保護者の参画と
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か、保護者がいかに参画するかというそこがもう一つ、もう一ペ

ージあったほうがいいんじゃないかと思うんです。 

 先ほど村田委員のおっしゃったように、そもそも周知がされて

いない、そういう場があることすら知らない、であったら幾ら保

護者が関心を持っていたって分からないし、気づいたら終わって

いるみたいな。あるいは保護者のほうに、いや、何回言っても聞

いていないということなんだったら、それは何かもっと別の工夫

が要るのかもしれないし、それぞれあると思うんです。 

 ですから、保護者について１ページというか、１項目、これは

つくったほうがいいなと思うのと、それをつくるに当たって、先

ほども提案しましたけど、どのぐらいそれを保護者は今皆さん本

当に知っているんですか、知らないんですかと。知らないとした

らどう今感じているんですかということをアンケートを取った

らどうかなと思うんです。それを見て、じゃ、今までのやり方だ

と全然伝わっていないねと言うんだったら、やっぱりよほど考え

てこれを書かないとあまり変わらないような気がするんですよ

ね。 

 なので、一旦アンケートを取って保護者について１ページつく

るというのをやっていただければなと思っています。 

  

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 昨年度の終わりのほうで、フォームズでアンケートを実際行い

ました。そのときに保護者への質問として全部で５つほど挙げて

おります。まず１つ目、本年度取組はありましたか、２つ目が意

見を出せる機会はありましたか、３つ目がホームページを見たこ

とがありますか、４つ目が来年度考えや意見を出してみたいです

か、５つ目が取組の経過や結果の説明がありましたか、この５つ

です。 

 その結果なんですけど、総数が７，０９３ほど返ってきていま

す、保護者のほうから。今年度取組はありましたかのところが分

からないと答えたのが一番多くて３０％あります。その次が多か

ったのが少しはそう思う、取組があったのは少しはそう思うとい

うのが２７％でございます。 

 意見を出せる機会はありましたか、これも一番多いのは分から

ないが２５％、その次が少しはあったが２０％、ホームページを

見たことがありますか、これは知らないし、見たことがないとい

うのが半分です。５０％です。その次が知っているけど、見たこ

とはない、見たことがあると答えた保護者は２４％です。 

 来年度考えや意見を出してみたいですか、一番多かったのは大
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体そう思う３８％、その次が３６％、あまりそう思わないという

のが多かったです。 

 最後です。取組の経過や結果の説明ということで、一番多いの

が４８％、ホームページ等で取組や経過の説明が行われていると

いうのが４８％、半分ほどでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  そもそもこの校則見直しの規則改正をやるとか、ガイドライン

をつくる前に一回アンケートを取ったんですよね。そのときに保

護者は全ての項目について一番多かったのは、知らない、分から

ないなんですよ。だから現状変わっていないんですよ。だからそ

れはやっぱり改善が見られていないということなので、割合は減

ったかもしれないけど、一番多いのが知らないとか、分からない

とかという現状をやはり変えていかないと、いつまでたっても保

護者が参画するということができないままになってしまうと思

うので、もうちょっと具体的にどうやったらいいのかということ

を考えて、アンケートもそうですし、このガイドラインもそうな

んだけどう一つ踏み込みが足りないような気がするんですね、今

のアンケートも。ちょっともう少し考えてみるのがいいのかなと

思います。 

 

西山忠男 委員  今の話でやっぱりホームページ、大事だと思うんですよね。私

もいろんな学校を見ましたけど、かなり差があるんですよ。校長

の顔写真が出ている学校もあればない学校もある。校長の名前す

ら分からない学校もあるんですよ。私はやっぱり校長になったら

責任を持って顔写真と名前と自分の考えぐらいは明確に打ち出

して、保護者が必ず見たくなるようなホームページにしてもらい

たいと思うんですよね。 

 今まで見た中で一番よかったのは佐藤真司先生がおられた頃

のあの学校、何でしたっけ、あそこは。託麻原、あれはよかった

ですよ。彼は毎月自分で小さなミニ新聞みたいなものを出して、

自分の似顔絵を書くんですよ。これがまた非常によく似た似顔絵

ですばらしくて、それを見るだけで楽しくなっちゃう、とても人

柄がよくにじみ出たホームページでしたね。今は見られないのが

残念なんですけど、だからそういう親しみの持てるホームページ

だったら毎月見に行くと思うんですよね。やっぱりそういう努力

が校長先生には必要だと思いますよ。これが私が言いたいことの

１点です。 

 続けて別の話をしてもよろしいですか。 
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 校則の見直しについて生徒を参画させるときにありがちなの

は、生徒は非常にうわべのことに目が行ってしまうんですよ、悲

壮的なことに。だからさっき話のあった靴の色が白じゃないとい

けないのはおかしいとか、靴下も白なのはおかしいとか、髪の毛

がここまでないといけないのはおかしいとか、そんなことばかり

言ってくるんですよ。そうではなくて、なぜ校則を定めなければ

ならないのかという本質、そこを考えてもらいたいと思うんです

よね。 

 私、個人的には校則を定める観点というのは３つあると思うん

です。１つ目は安全、例えば自転車に乗るときにヘルメットをつ

けることというのは、これは安全の観点からの校則ですよね。２

番目は平等、これは例えば制服を定めているというのは、家の貧

しい子でも毎日同じ服を着てこなきゃいけない、嫌だから制服が

あると楽だというような話もあるし、それから性の多様性を考え

て制服男女別、完全別じゃなくて自由に選択できるようにすると

か、これは平等の観点からの校則ですよね。 

 一番難しいのが３番目の規律、これは学校は規律を守らなきゃ

いけないんですけど、この規律をどう定めるのかというのが非常

に個人差が、考えが出てしまうんですよね。先ほど教育長の話が

あったシャツを出したらいけないのかというと、私はシャツを出

していると気持ちが悪いという古い人間なんですけど、娘たちの

世代は出すのが当たり前と、お父さんダサいと言われる。もう全

然違うんですよ、感じ方。これも感じ方ですから、それが規律に

結びついていくとこどもたちは何でそんなことを言われるのと

いう理不尽を感じる。教員はだらしがないと怒るという矛盾が生

じてくるわけですよね。その辺のことを根本的なことをよく考え

させて決めることが大事なんじゃないかなと思います。 

 

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 西山委員、ありがとうございました。 

 今、西山委員のお話を聞いて、やはりこどもたちと保護者と、

それから先生たちとの対話が大事なんだなと。そこを大事にして

いってこの校則、生徒指導の在り方をしっかり見直していく、自

分たちの暮らしの決まりを見直していくということが大事なん

じゃないかなというふうに改めて思いました。ありがとうござい

ました。 

 

澤栄美 委員  具体的にどうしたらいいかという話ばかりになるんですけど、

中学校で少し難しい部分もあるかなと思うんですが、さっきの規
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則のところを読んでも、参画させるということなんですよね。保

護者に公表するというのもありますけど、保護者にどう参画させ

るかといったときに、また学校保健の取組の話になりますけど、

例えば学校で話し合ったことについて、うちでもう一回話してど

ういうことの話をしたかとか、親も参画せざるを得ないような仕

組みだったりをするというのも一つの方法かなと思います。 

 例えばよく保健とかであるのは、歯の衛生週間とか、そういう

ことがあると、私は歯磨きができている子に歯磨きしましたかと

聞くのはしょうもないと思っていたので、お口の健康カレンダー

みたいな自分の課題についてやらせていたりしたんですけど、そ

のときにおうちの人とどういうふうに話し合って目標を立てた

かとか、こういうふうにしたからこうだったというのをおうちの

人に説明してくださいとか、そういうふうにしておうちからの返

事をもらってくるという。だから家庭でも一緒に話し合う、何か

を見て、ああそうですかというのが保護者の参画ではないと思う

ので、もちろん広報というのも大事ですけど、年に１回見直すと

きに特にそういったことをやっていくということをすると、地道

にですけど、ご家庭のほうの意識も高まっていくのかなと思いな

がら今考えていたところです。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 先ほど西山委員がおっしゃったことは、何で校則が、さっきの

どうして決まりがあるのか分からないという。安全にしても、平

等にしても、規律にしても校則をつくっている人はそのために校

則をつくっているわけなので、ただ安全にしても、平等にしても、

規律にしてもそれが大事だからといって校則は絶対これじゃな

きゃいけないという一つ決まるものではないので、どういう決ま

りがいいのかと、なぜなのかという議論はやっぱり大事だなとい

うふうに思いますね。 

 表面的なそのことで色がどうこうというそこばかり目が行く

というのも確かにそうなんですけど、だったらそんなこと一々決

めなくていいんじゃないのという考え方もあるかもしれません

し、それも含めてそこは表面的でどうでもいいことなのか、やっ

ぱり大事なことなのか、それも大事なことだと思っているから決

めているんでしょう、決めている人は。靴の色は白じゃなきゃい

けないと言っている人はそれが大事だと思っているから決めて

いるんでしょうし、そんなんそうじゃないという人はそうじゃな

いと、そこも議論の余地はあると思うんですよね。なので、ぜひ
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そういうところも話を大きなことから細かいことまで話し合っ

て決めていくということが民主主義だと思うので、それは大事な

のかなと。 

 シャツは若い頃は出していてもいいんですけど、だんだん年を

取ってくるとおなか周りとかがちょっと増えてくると、逆に入れ

ていたほうがちゃんとまとまって見えるんですよ。これは年齢的

なもので、最近、私も入れていたほうがちょっと落ち着くんです

けど、これが入れていると格好悪いんだけど、逆に出していると

もっと格好悪いみたいな、そういう感じもするので、年齢的に少

しずつ変わってくる面はあるのかなというふうに、同じ人間で

も、単なるジェネレーションギャップだけじゃなくて、それはあ

るのかもしれませんけど。 

 

苫野一徳 委員  先ほどの本巣市の話なんですけど、全員、小中学生全２，５０

０人ですかね。全員でつくるというのがなされたことで、その低

学年がどういうふうに参画したのか、私も高学年、中学生ぐらい

としか対話ができなかったので具体は見ていないんですけど、た

だ一番最初は全員の声をまず聞くところから始めたということ

で、確かに相互尊重・相互承認というのが民主主義の原則だとい

うことを考えると、声が聞かれるという経験がちゃんと尊重され

るということのあかし、声が聞かれるという経験をした人は声を

聞くという経験ができるようになると思うので、全てのこどもが

まず声を聞かれたというのが多分このプロジェクトの一番最初

に大事なことだったのかなというふうに思います。 

 その後、こどもの権利について全員で学んで、それについてこ

どもたちが考えたことについても書いてもらったのを全員分関

係しているプロジェクトのメンバーが教育長をはじめ全員分読

んだそうです。全員分読んでそこにすごく胸を打つものもたくさ

んあって、やっぱりまず声を聞く、聞き合うというところから始

めるというのはすごく大事だなと思ったので、多分この本市にお

ける校則の見直し等に関しても、まずは虚心坦懐に声を聞くとい

う、多分そういうところから始めるのが原則なのかなということ

を思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 村田委員。 

 

村田槙 委員  今、まだユーチューブライブ配信中につき、熊本市の教育長は
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シャツを出すとおなか周りが気になるというのが全世界に配信

されましたけど、大丈夫ですか。 

 

遠藤洋路 教育長  事実ですから、はい。 

 

村田槙 委員  １５ページ、ガイドラインでいうと３ページなんですけど、右

下の教職員の働きかけのところで、決まりがなかったらどうなる

かをみんなで考える、この部分の先生方の働きかけ次第では、こ

れがなかったらこう困るんだよというところだけになってしま

ったら、生徒さんたち、児童の皆さんが意見を言おうと思ってい

ても先にそれを聞いてしまうと意見が言いづらくなってしまう

かなと思うので、ここは先生方それぞれの働きかけ方で大分変わ

ってきてしまうんじゃないかなと。決まりがなかったらどうなる

かと同時に、決まりがあることでどういうプラスがあってあるい

は弊害があってということも含めて考える時間になってもらっ

たらいいなと思いました。 

 というのと、一番下のフィードバックのところで、見直しの取

組についての振り返りカードを活用するというふうに書いてあ

るんですけど、これがとてもいいなというふうに思いました。実

際に今だと校則の話合いももちろんですけど、やっぱり生徒会と

か、児童会とか、学校の中で執行部みたいなのに入っているこど

もたちは意見を言う場がいっぱいあって意見を言いやすい。保護

者も例えばさっき清田委員がおっしゃったように、ＰＴＡ役員だ

ったらその話合いの中に参加しやすいとか、そういうのがあると

思うんですけど、それ以外の人たちの参加しようという意識に働

きかけるようなものになってほしいので、実際に意見を言った、

話合いに参加した人たちの振り返りというのをほかの人たちに

も見てもらう機会があるといいなと。先ほど室長がおっしゃって

いたのにすごく共感しながらお聞きしていたんですけど。ガイド

ラインに盛り込むことがもちろん大切だけど、１回、２回と話合

いを繰り返していく中で今まで参加していなかった人たちがこ

ういう意見も出してもいいんだなとか、もともと本当はちょっと

これが気になっていたんだけど、ちょっと言ってみようかなと

か、そういう一歩踏み込むきっかけづくりになっていくことが大

切なんだなというふうに、先ほど室長のお話を伺って共感してい

たところです。 

 

清田晃子 委員  先ほどすぐーるのほうを見ていて、教育委員会のほうから来て
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いるすぐーるのほうにアンケートのほうが２４年６月と２５年

２月と２６年３月に届いていたんですけど、最初の２４年は回答

期限が２週間ぐらい設けてあって、その次の２５年２月は１０日

ぐらいで、今年は３日間の期限になっていたので、保護者の方も

見て後から回答しようと思っていたら期限が切れていた場合も

あると思うので、その期限が、でも期限が長いからといってたく

さん集まるかどうかは私も集計のほうがどうなっているのかな

というのがちょっと気になりました。 

 

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 ご意見ありがとうございます。ちょっと３日間というのは本当

に少な過ぎるなと自分でも今思いましたので、少し期間を設けて

これから取っていきたいというふうに思いました。ありがとうご

ざいます。 

 

遠藤洋路 教育長  何でそんなに急いで取ったんだろうね。私が急げと言ったみた

いな感じですよね。多分そんなことはないと思います。事務局の

人に急げと言うことはあっても、保護者に急げと言うことはあり

ません。 

 ほかにはいかがですか。よろしいですか。 

 じゃ、６月にもう一回このガイドラインをということですけ

ど、ちょっと６月じゃなくてももう少し時間かけて検討してもい

いと思いますので、一旦、今日出たことをまとめて、このガイド

ラインとかあるいはアンケートとか、少し進め方を考えて、また

改めて提案するということでよろしいですかね。 

 

岸森和彦 人権教育指

導室長 
 本日は本当にありがとうございました。貴重なご意見をいただ

きましたので、しっかりこれから反映させていきたいというふう

に思っております。 

 それから保護者への周知・参画については、もう一ページ増や

したいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いしま

す。ありがとうございました。 

 

遠藤洋路 教育長  ここにあるように来年の４月から施行なんですものね。ですか

ら、この５月と６月で決めなくても少し時間はあるのかなと思い

ますので、では、協議について本件はよろしいでしょうか。 

 では、ほかになければ本件は以上といたします。 
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（休  憩） 

 

日程第５ 報告 

・報告（１）令和９年度（２０２７年度）熊本市立学校教員採用選考試験の志願状況につ

いて 

 

《萩本広智 教職員課長 報告》 

 

西山忠男 委員  前回ご説明があったんですけど、もう一度教えていただきたい

んですが、特別支援の枠を一般の枠と一緒にしたというその理由

をもう一遍教えていただけますか。 

 

萩本広智 教職員課長  今回の見直しの目的でございますけど、インクルーシブの推進

と教員の資質向上ということで、特支の別なく試験を実施して採

用するという考えに至ったものでございます。 

 

西山忠男 委員  インクルーシブは分かるんですけど、やり方を変えて本当に大

丈夫かなというのがちょっと私としてはまだよく分からないの

で、心配なのでお尋ねするんですけど、一般枠で募集して、そう

いう特別支援の教育ができる人が十分集まるのかという点につ

いてはどうなんでしょうか。 

 

萩本広智 教職員課長  昨年度まで特別支援区分を設けてそこで募集していたところ

なんですけど、なかなか予定していた採用がそもそもできなかっ

たという反省がございまして、そういった面もありまして今回統

合したところでございますけど、特別支援区分での意思がある方

に関しましては、今後の２次の面接などでそういう意思をしっか

り拾い上げていきたいと思っておりますし、特支免許をお持ちの

方に関しましては、点数の加点を従来の３点から６点にするとい

うことで、そういった形で積極的に評価して採用につなげてまい

りたいと考えているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  理念的なものというよりも、現実にずっと定員割れしていて特

別支援枠のほうが入りやすいという状態だったので、それでした

ら本来の目的が達成できていないんじゃないかということでの

見直しですよね。 

  



令和８年（２０２６年）５月 教育委員会会議録【５月２８日（木）】 

 32

澤栄美 委員  質問なんですけど、１ページのほうは赤で印がつけてあるのは

Ｒ９年じゃないですか。９年度の採用という意味ですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  そうです。 

 

澤栄美 委員  ２ページのほうは、グラフは一番右側がＲ８年と書いてあるの

は、今現在そうなんだというのでこれはＲ８年になるんですか

ね。 

 

遠藤洋路 教育長  そうですね。ここの２ページ目の上、右上に、グラフ中の年は

実施年度と書いてありますから、令和８年、今年実施する試験と

いう意味ですね。来年入る人ということですね。 

 

澤栄美 委員  来年ですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  はい。 

 

澤栄美 委員  数値的にはこっち側の１ページのＲ９年のがそこに書いてあ

るということでいいですね。 

 

遠藤洋路 教育長  そういうことです。 

 

澤栄美 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  １年ずれているということです。 

 

澤栄美 委員  どっちがどっちなのかなと思いながら見たものですから、確認

させていただきました。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかにはよろしいですか。 

 では、ほかにないようでしたら本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）専決処分の報告について 

 

《村上 亜紀 学校施設課長 報告》 
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・報告（３）「第２期 学校改革！教職員の時間創造プログラム」における令和７年度実績 

      報告及び第３期プログラムについて 

 

《岩下周平 教育改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  時間外在校時間に関する目標は達成できていないわけなんで

すけど、これ、前任の朽木さんのときに大分議論したんですけど、

なかなかこれは難しい、達成するのは。やれることはほぼやって

しまってもう限界に来ているんじゃないかという話をしていた

んですよね。新たにここの４５ページに第３期のプログラム、目

標は上げてあるんですけど、これを達成するために何か新しい工

夫ができるんでしょうか。 

 

岩下周平 教育改革推

進課長 
 確かに委員ご指摘のとおり、達成はまだできておりません。今

までは効果が出てきておりますが、確かに限界がきている状況と

いうのもうかがえるのかなと思います。 

 資料の６ページ、参考のほうへ書かせていただいておりますけ

ど、正規の時間外が８０時間を超えた人数の月数の割合などで、

効果はある程度出てきておりますので、まだまだ削減できる部分

というのがあると思っております。そのあたりは今後プロジェク

ト会議や分科会のほうを踏まえまして、その職種別や校種別等で

議論をさせていただきまして、さらなる削減等に努めていきたい

と考えております。 

 

西山忠男 委員  時間を取られる業務の中に成績処理というのがありましたよ

ね。成績処理は結構時間を取られる。これ、何とかならないんで

すか、もう少し効率的に成績処理ができるような方法は考えられ

ないんでしょうか。成績処理というのは例えば答案を採点すると

か、そういうことなんでしょうか。 

 

寺前研太郎 指導課長  成績処理についてですが、現在、中学校のほうでは、すみませ

ん、正しい言葉が出ませんが、自動採点システムを取り入れてお

ります。その効果で大分先生方、丸つけの処理の時間は軽減され

てきているという声は伺っております。 

 

西山忠男 委員  確かに自動採点システム導入はいいことだと思いますけど、そ

れでもなお成績処理に時間がかかっているという、こういうアン



令和８年（２０２６年）５月 教育委員会会議録【５月２８日（木）】 

 34

ケート結果が出ているので、もう少しそれを広める必要があるの

かな、上手に使えていないのかなという印象を今聞いて思いまし

た。 

 それで、やっぱりもう少し何かやれることはないのかなといつ

も思うんですけど、何かいいアイデアはないんでしょうか、課長。 

 

岩下周平 教育改革推

進課長 
 委員のおっしゃるとおり、やはりそういった採点システムを入

れても利活用がまだ全校に行き渡っていないという部分は現状

としてあると思います。今年度は、そのシステムにつきましても、

全学校に周知でありましたりとか、研修のほうをさせていただく

とともに、さらにテストの返却までできないかというところであ

ったりとか、ＡＩを活用した分析等も実施するように進めており

ますので、そういったところでさらなる活用ができればというふ

うに考えているところでございます。 

 

西山忠男 委員  もう一つ、授業の準備、教材研究というのも大きなウエートを

占めているんですけど、これは前からずっと私言っているんです

けど、ＡＩを活用してその辺を効率化できないかなというふうに

思うんですよね。 

 福岡市では、こういう教材研究や授業準備のためにどうやって

ＡＩを活用するかということを先生たちに研修をしているとい

う話を聞いています。これは外部業者に委託して研修させている

みたいなんですけど、そういうことも情報を仕入れて何かうまい

こと考えて効率化につなげてもらえればいいかなと思いますけ

ど。 

 

岩下周平 教育改革推

進課長 
 西山委員、ありがとうございます。 

 今おっしゃられたとおり、次はＡＩを活用してその準備等が削

減できる可能性はかなり大きいと思いますので、他都市の状況な

どを踏まえてプロジェクト会議、分科会等で議論ができればと思

っております。ありがとうございます。 

 

村田槙 委員  すみません。言葉についてちょっとお尋ねなんですけど。 

 ６ページの下の年休の取得に関する目標の達成についての枠

の中の最後のほうなんですが、休暇取得時期の変更期間中の経過

措置というのがちょっと頭に入ってこなくてどういうものなの

かを教えていただければと思います。 
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萩本広智 教職員課長  こちらは休暇取得、年休は年２０日付与されるところなんです

けど、従来は１月１日を基準日としておりました。これを見直し

まして９月１日を基準日とするような形で見直しております。 

 その目的なんですけど、夏休みで一番休める時期に残りの年休

を気にせず取得できるようにするために基準日を変更させてい

ただいたというところなんですけど、２年前にそれを実施しまし

て、２年間は、休暇の取得は年度中途から２０日付与された関係

で、最大４０日であるところがしばらく最大６０日、休暇を付与

されてきた部分がありまして、そのような形で結構多めに休暇が

付与されてきたものですから、結構多めに取っていらっしゃる方

もいたわけなんですけど、その期間がこの２年間でもう終わりま

したので、その経過措置が終わりましたという意味合いでの記載

になっているところです。 

 

澤栄美 委員  質問と意見とあるんですけど、質問のほうだけ先にお願いした

いと思います。 

 １つは、９ページに体系図がありますよね。その中で取組項目

２でＤＸの推進のところなんですけど、その前に最初に聞かなき

ゃいけないことがありました、すみません。三角はまだ課題があ

って、丸はある程度改善してきているというような、そういう意

味合いとして見てよかったんですかね。 

 

岩下周平 教育改革推

進課長 
 

 委員ご指摘のとおりで大丈夫でございます。 

澤栄美 委員  分かりました。 

 じゃ、その上で質問なんですけど、体系図の中でその取組項目

２の（１）のウ、教育相談等での活用というところがＲ３年から

７年まで全部三角になっているということで、どういうことを想

定していてそれができていないという判断になっているのかと

いうのを教えてほしいと思いました。 

 もう一つ、取組項目の４の中で教職員の出退勤打刻の徹底なん

ですが、随分前の話になると、まだそういった打刻の仕組みすら

なかった時代から、Ｒ３、Ｒ４になって私が現役でいたときには、

パソコンを開けて自分のところに何時に来て何時に帰ったとい

うのを入れるようにしているような仕組みだったんですけど、今

も同じようなものだとして、何で一旦よくなったのが低下してき

たのかなというのをひとつ教えてもらいたいという、その２つに
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ついては課題の部分なんですけど。 

 逆に今度はまた取組２のほうに戻りますが、（３）の多様な場

所で働ける環境の整備というのがこの３年間、丸になっているん

ですよね。これは具体的にはどのような感じなのかというとちょ

っと質問が抽象的ですけど、実際に先ほどの報告の中にも少しあ

ったと思いますけど、仕事を持ち帰らなくなったという丸なのか

という、それかＤＸを推進なので、ＤＸを用いることでうちでも

働きやすくなったのかとか、その具体的な中身を教えていただけ

たらと思います。 

 以上３点です。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、３つありましたので、まずは最初の教育相談等での活用

がずっと三角になっているということに関しては、指導課と総合

支援課が担当課になっていますけど、いかがですか。 

 

寺前研太郎 指導課長  すみません、指導課の名前が入っておりますが、内容のほうを

確認させていただいてもよろしいでしょうか。お時間をくださ

い。 

 

遠藤洋路 教育長  では、２点目の教職員の出退勤打刻の徹底について、これは教

職員課ですね。 

 

萩本広智 教職員課長  大変申し訳ございません。ちょっと内容を確認させていただけ

ればと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  では、３点目、多様な場所で働ける環境の整備、これは教育セ

ンターですね。 

 

水田貴光 教育センタ

ー所長 
 各学校に５台、モバイル型のＥｎｅｔ校務用のパソコンを配備

しておりますので、ご家庭でというか、子育てであったりとか、

いろんなご事情があられる方はＥｎｅｔパソコンを持って帰っ

て家で先ほどの成績処理であったりとか、いろいろ学級通信だっ

たりできるような環境の下の令和４年からですかね、丸に変わっ

ていったというところでございます。 

 

澤栄美 委員  個別のパソコンにＥｎｅｔにつながるものができたというこ

とですか。 
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水田貴光 教育センタ

ー所長 
 学校におる場合は線でＥｎｅｔのほうにつないでネットワー

クにつなげていたんですけど、持って帰ってできますので、校務

支援システムを含めて、それを各学校に数台ですけど、配ってい

て、それの活用が進んだということと認識しております。 

 

澤栄美 委員  そしたら意見のほうを続けていいですか、まだ調べますという

ことだったので、さっきの２つ。 

 

遠藤洋路 教育長  もうちょっと時間かかりそうですか。 

 では、先にどうぞ、澤委員。 

 

澤栄美 委員  そしたらもう一つすみません、質問も含めてなんですけど、１

４ページ。１４ページにＡ－９で部活動を担当していますかとい

うのがあって、小学校の分のところを聞きたいんですけど、以前、

朽木課長に直接お伺いしたことがあるんですけど、今の部活動改

革については基本中学校のことですよね。小学校ではどうなるん

だみたいなことを何回か聞かれたことがあったので朽木課長に

も聞いたんですけど、基本的には今の改革は中学校でということ

になっていて、小学校は前の規定がありますよね、部活動の熊本

市の規定が。その中での運用ということで、小学校についても考

えてほしいみたいなことをよく耳にするので、今後、それはどう

なるのかなというのをもう一つ聞き忘れていたので、意見のほう

はまた後のほうがいいですか。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、今の質問のところを先にやりましょうか。 

 小学校の部活動に関して、中学校の部活動改革が今始まってい

ますけど、小学校についてはしないのかということですね。それ

は教育改革推進課ですかね、指導課でしょうか。 

 

岩下周平 教育改革推

進課長 
 今、教育改革推進課で進めておりますのは、確かに委員ご指摘

のとおり中学校の部活動改革というところで今進めさせていた

だいているところでございます。小学校については、すみません、

私もあまり把握はしていなくて。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、指導課長。 

 

寺前研太郎 指導課長  委員おっしゃるとおり、中学校の部活のほうが話題というか、

皆さん目が行っているんですけど、やはり小学校の部活もという
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声も上がっております。現時点で地域移行も大分進んできている

んですけど、まだまだそこの小学校の部活動の在り方というとこ

ろまでの検討までは正直進んでいないところがありますので、や

はり中学校と同じようにどのように進めていくのかという、そう

いう検討の場が必要なのかなというのは感じております。現時点

では原則総合運動部を設置するという形で進んでおりますが、学

校の事情もそれぞれまちまちですので、そこも含めて検討してい

きたいなと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  小学校と高校がありますね、部活は。だから今中学校をやって

いますけど、小学校と高校については、まずは中学校を確実にス

タートするということですけど、その後、小学校、高校について

も考えるという、そういうことで今、決して小学校をやらないで

すとかいうことではなくて、まず中学校を確実に成功させた後に

小学校と高校については考えましょうというのが今のスタンス

ですね。 

 

澤栄美 委員  分かりました。 

 私が全員の話を聞いているわけじゃないので、一部の方からの

話で、やはり特に吹奏楽とか、何年か前に問題にもなったような

楽器を購入した後にそれを続けていかなくちゃいけないとか、地

域の関係とか、そういうのがあって苦しんでいらっしゃる方や学

校もあると聞きますので、中学校が済んだらまた小学校と高校も

ということで検討していけたらいいなと思います。 

 意見のところでさっき言いかけたのを続けて言うと、それぞれ

の声が上がっていて、いや、それはちょっと違うでしょうという

のも思いながら読んだりしたんですけど。特に黒い三角の部分を

読んだんですけど、３２ページのところで黒の三角の１番目、２

番目のところなんですね。本来すべきことをしなくてよいと曲解

する方が少数だが増えた、それから自分の仕事に責任を持って取

り組まない職員も出始めているように感じるというのは、私もち

ょっと何人かからやっぱり聞いたことでもあるので、そっちのほ

うに走らないように、これは校長先生のお仕事かと思いますけ

ど、働き方改革だからといって、じゃ、私、旅行に行ってきます

みたいな感じで、生徒指導案件が出たのにその人にいてほしいの

にいないとか、そういう事例もあるというふうに聞きますので、

そういうことがないように学校のほうでもしっかりと働き方改

革の意味、学校教育をおろそかにすることのない改革になってい
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くようにというふうに思ったところでした。 

 それから４７ページで、これは以前も私、意見を言ったところ

なんですけど、右側の柱４の（５）のところで、中学校に配置し

ている不登校サポーターを小学校にも巡回するようにというこ

とだったので、これは常勤する方向に動いていくことと捉えてい

いですかということで、そのような方向をというお答えをいただ

いているところなんですが、柱３の（１）に再任用教員等の活用

というのがあります。私もいろいろ学校運営サポーターとか、不

登校対策サポーターとか、学校ボランティア何とかとかいろいろ

あるので、それを十分把握していないところもあるんですけど、

東部のほうの小学校の名前は言っていいか、言わなくてもいい

か、一応確認をさせていただいているんですけど、これはいい取

組だなというのがあったので、それを紹介させていただきます。

小学校の場合は、いわゆる別室、中学校ではステップルームとい

う名前をつけているところがほとんどだと思うんですけど、小学

校ではそういったのが非常に取りにくい。それは理由でいうとそ

こを担当する人間がいないということと、それから箱がないとい

うところですね。そういったところで難しいと私はすごく思って

いたんですけど、ある学校では、学校運営サポーター、この立場

は教員の免許を持っていないとできないということで、その大規

模小学校ではその方を活用しています。教室に行けないこどもた

ちを保健室が担っているようなところもあるということで、以

前、養護教諭の業務の中には保健室登校の子を見るというのはな

いですよということをお話ししたんですが、その学校は別室をつ

くられて。名前は何かついていたと思いますけど、そこに学校運

営サポーターを置いて、１２人、教室に行けていないこどもさん

がいたんですけど、特別支援とか、そういったことにもお詳しい

先生で、それぞれの１日の動きをきちっと目に見えるようにし

て、この時間はどこに行くとか、そういうのをやっていた中で、

今日確認をさせていただいたんですけど、その学校では、長欠児

童が週２から４程度登校するようになってきているということ

で、４月からの試験的な取組なんですけど、やはり効果が見えて

きている。その１２人の中で保健室に行くというのを選んでいる

こどもは１人、他は教室に行くようになっているという、そうい

う取組で、ほかの同じ東部地区の学校で同じような、ちょっと違

うやり方だけど、４年前ぐらいから始めていてそういった効果を

上げている学校もあるということだったので、ぜひそういう取組

もあるんだということを紹介したいなと思いましたので。片や不
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登校対策サポーターがいた中学校で、本人の意思もあって引き揚

げになった後に半日しかいられない方が入って、そのステップル

ームの人間がほぼいなくなって来なくなったという例もあると

いうことで、適材適所といいますか、そういった役割を、人員を

増やすということはいいんですけど、ただ多動なこどもを落ち着

かせるようについておくとか、そういった役割ばかりじゃなく

て、その先生たち、先生だけじゃないですけど、教員やサポート

してくれる方が持っているその力といいますか、特性といいます

か、そういうのを考えてやると、いい仕組みもできていくなとい

うふうに思いましたので、ぜひそういう活用を校長先生のアイデ

アでそれをされたというところがすばらしいなと思いましたの

で、紹介していただけたらいいかなと思います。よろしくお願い

します。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 働き方改革だからといってさぼる人は働き方改革だという前

からさぼっていたんじゃないかという気もしないでもないです

けど、親戚が死んだとか言って休んでいたのかもしれないですけ

ど、いずれにしてもそれは何のための働き方改革なのかというこ

とをやっぱり周知していくということは大事でしょうね。 

  

寺前研太郎 指導課長  先ほどのご質問の件です。 

 ＤＸでの教育相談等での活用で三角がいっぱいあるという部

分で、内容としては、家庭訪問とか、それから学校になかなか来

られないお子さんとか保護者とＩＣＴを使って面談等をすると

いうような内容になっております。 

 目標値が令和７年度の目標が１３５校、小中学校全ての学校で

実施できるようにという目標でやっているんですが、実際やって

いる学校もあるかとは思うんですが、なかなかそこまでの達成度

には至っていないというところで、三角の評価になっているとい

うふうに認識しております。 

 

遠藤洋路 教育長  もう一つ、教職員課、お願いします。 

 

萩本広智 教職員課長  大変失礼いたしました。 

 出勤打刻の評価でございますけど、目標を打刻率１００％と設

定しているところなんですけど、現実が９１％台で推移してきて

おりますので、目に見える形での実績が出ていないということ
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で、今回三角の評価としております。 

 状況としては、だこっくんという打刻ができるアプリを導入し

ており、打刻しやすい状況にはありますので、１００％を目指し

てしっかり周知を図っていきたいと考えているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  Ｒ３、Ｒ４が丸で、５以降が三角なのは何でなんですかという

こともあったかと思いますけど、どうですか。 

 

萩本広智 教職員課長  すみません、Ｒ５の基準値しか、すみません、持っていないん

ですけど。 

 

遠藤洋路 教育長  一定の基準値があってそれを下回ったから三角ということな

んですか、今のは。 

 

萩本広智 教職員課長  少なくともＲ５以降に関しましては、目標値は１００％として

おりますので、それに遠く及ばないということで三角にしている

状況です。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。Ｒ３とＲ４も１００％ではなかったんでしょう

から、何か考え方が変わったということなんでしょうかね。 

 

萩本広智 教職員課長  ちょっと確認させていただければと思います。 

 

澤栄美 委員  先ほどの教育相談での活用なんですけど、そういうことだった

んだなと分かりましたが、それでちょっとまた思い出したことが

あって。オンラインでの面談ということだったですよね。私、フ

レンドリーオンラインの担当もしていて、カウンセリングをオン

ラインでしなきゃいけないような状況があるんですね。そのとき

に自分のパソコンとＷｉ－Ｆｉを使って、パソコンというか、ｉ

Ｐａｄを使ってやっているんですよ。後半のほうの意見の中に、

やはり学校の中でも事務職員の先生とか３人いるのに１台しか

ないんだとかいうのがありましたけど、やっぱりお金の要ること

なのでなかなか難しいとは思うんですけど、必要なところにはや

っぱり渡せるような状況があるといいなというふうに。自分の分

は仕方ないなと思っていますけど、そうでもないみたいな吉田次

長が笑っていらっしゃいますけど、大昔は本当に自分のパソコン

で何でもやっていた時代なので、それで私は慣れているからもう

全然大丈夫だけど、やっぱり一部の人が持っていないことで困っ
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ている人もいるというところはしっかり拾い上げて、少しずつ改

善していただけたらいいかなというふうに思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  今の点はぜひ改善をお願いしたいと思います。 

 では、教職員課、何か分かりましたか。 

 

萩本広智 教職員課長  すみません、ちょっとまだ確認しております。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、分かったらでいいですか。 

 村田委員、どうですか、大丈夫。別でもいいですよ。 

 

村田槙 委員  持ち帰りの仕事についてのアンケートが２５ページに書いて

あるんですけど、この内容としてはどれくらい持ち帰っているか

とか、持ち帰り、２４ページでした。すみません。どれくらい持

ち帰りの仕事をしているかというのと、持ち帰った内容は何かと

いう項目なんですけど、持ち帰らざるを得なかった理由の中に深

刻なものが含まれている可能性がないかなというのをちょっと

引っかかりまして。例えば職場の環境に原因があって、職員間の

トラブルでそれを言えずにいて、その職場で職員室とかそこで仕

事をするのがもうとても精神的につらいとか、そういう方が持ち

帰ったほうがむしろ仕事ができるというような方がいるかもし

れないなというふうに。その場合は心身の健康上、そうしたほう

がよいなというふうに判断して持ち帰るような方がもしかした

ら潜んでいるかもしれないなと思ったときに、このアンケートで

ほかのところで相談とかまだできていないけど、このアンケート

によって分かる、見えてくるというものがあるかもしれないの

で、持ち帰ったか、持ち帰っていないかということだけでなくて、

その理由に深刻なものが含まれていないかというところにも目

を向けていかないといけないかなというふうに思いました。感想

です。 

 

遠藤洋路 教育長  持ち帰りについてもうちょっと詳しく聞いてみてもいいんじ

ゃないかということかと思いますので、それも次のアンケートを

するときには検討いただければと思います。これは教育改革推進

課ですか。 

 

岩下周平 教育改革推

進課長 
 委員のおっしゃるとおり、今、理由につきまして把握ができて

いないという現状でございます。ただし、時間外在校等時間は減
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っていますので、その分、持ち帰り時間が増えたのかというとこ

ろを過去のアンケート結果から見ますと、そのような結果は出て

いないということになっております。 

 時間といたしましては、今回、ゼロ分、３５．１％と増えては

いたんですけど、測り方が３０分単位と、１時間単位で異なるた

めどのように回答しているかは分からないんですけど、結果とい

たしましては、単純比較でしますとＲ５年度の結果のほうが持ち

帰った時間を回答した方が多いというふうになっておりますの

で、時間外在校等時間を減らすために持ち帰ったという結果には

アンケートを見る限り出ていないと思っております。 

 確かにおっしゃるとおり、理由につきましては家庭の事情等で

帰らなきゃいけないという方が一定数いらっしゃるかと思いま

すので、そのあたりをどのような形で調査ができるかというの

は、アンケートだったりとか、ほかの手法があるかなというのは

検討のほうはさせていただきたいなと思っております。どうして

もアンケートの項目を増やしますと、またアンケートの負担が大

きいというふうにちょっとなりますので、そのあたりのバランス

を見ながら、アンケート等で何か把握できるような手法がないか

というのは、検討させていただきたいと思っております。 

 

西山忠男 委員  持ち帰り業務についてどういう指導をしているんですかね。個

人情報を含む場合は危ないですので、持ち帰らないようにという

指導をしているんじゃないかと思ったんですけど、授業準備なん

かは教科書があればいいので問題ないと思うんですけど、成績に

関するようなこととか、校務分掌とか、学年・学級事務の中には、

ちょっと持ち帰ってもらって困るようなものも結構あるんじゃ

ないかと思うんですけど、そのあたり指導はどうしてあるんです

か。 

 

遠藤洋路 教育長  これは指導課ですか。 

 

寺前研太郎 指導課長  指導課でいいのか、すみません、分かりませんが、学校のほう

で管理職がその辺個人情報について、こどものテストであると

か、成績であるとか、そういう電子データであるとか、そういう

ものはもう基本持って帰らないという指導はされていると思い

ます。どうしても期限がないとかというときには、おそらく必ず

管理職に相談をされていると思いますので、その辺の個人情報の

漏えいというところは各学校で指導されていると思います。 
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西山忠男 委員  それは当然だと思うんですけど、これまでにも生徒の個人情報

が入ったＵＳＢを教諭が紛失したといってよくニュースに出た

りしていますので、そういうことがないようにやっぱり注意して

もらいたいと思うんですよね。となると、やっぱり持ち帰りでで

きる業務というのは授業準備ということになると思うので、先生

方にしてみたら学校にいる間は持ち帰りできない業務に集中し

て、時間が足りなくなったら授業準備は家でやろうというような

気持ちで皆さんやっていらっしゃるんじゃないかなと思うんで

すよね。 

 だからこの授業準備が大半を占めるというのは当たり前の結

果じゃないかなという気がします。だからそれでいいんだと思う

んですけど、だからさっき言ったように授業準備の時間をどれだ

け減らせるかということでＡＩの活用を考えていったらという

話になったわけなんですが、そういうことなんじゃないかと思い

ます。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかの委員からはよろしいですか。 

 では、一通り出ましたけど、教職員課、さっきの分かりました

か。 

 

萩本広智 教職員課長  まだすみません、確認中でございます。確認出来次第ご報告い

たします。 

 

遠藤洋路 教育長  誰か分かる人を呼んできたらいいと思うんだけど。 

 

萩本広智 教職員課長  承知いたしました。確認してまいります。 

 

遠藤洋路 教育長  教職員課長、お願いします。 

 

萩本広智 教職員課長  まず、Ｒ５以降は目標値が１００％でしたので、それとの比較

において評価をしたというところでございます。Ｒ３、Ｒ４につ

いては、目標値１００％じゃなくて９４％とか、９５％とか、そ

ういう目標値でそれに対する達成度合いということで評価して

おりまして、そこが丸にしているという状況なんですけど。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、目標のほうが上がったということなんですね。実態が悪

くなったということじゃなくて、目標がもっと高くなったから丸
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だったのが三角になったという、そういう理解でよろしいです

ね。 

  

萩本広智 教職員課長  ただ実態がよくなっているかと言われると決してそうではな

くて、大変申し訳ないんですけど、Ｒ３が９０．４％だったりと

か、Ｒ４が９８．６％だったりとか、非常に波がございますので、

一概に一定の水準で推移しているということではございません。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 ただそのＲ３、Ｒ４が丸で、Ｒ５以降が三角になっている理由

は実態が悪くなったからではなくて、目標が変わったからだとい

う理解でよろしいんですよね。 

  

萩本広智 教職員課長  一言で言うとそういうことになります。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、その件も含め、ほかにはよろしいですか。 

 では、ほかにご発言がなければ本件は以上といたします。 

 

  

【非公開の審議】 

日程第３ 議事 

・議第３４号 特定任期付職員（教育委員会弁護士）の採用について 

 

《吉里麻紀 教育政策課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第３５号 歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分に対する意見について 

 

《吉里麻紀 教育政策課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

〔閉会〕  
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遠藤洋路 教育長  以上で、本日の会議日程は全て終了いたしました。ほかにはい

かがですか。よろしいですか。 

では、ほかにご発言がなければ、以上で令和８年５月定例教育

委員会会議を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 


